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令和６年度 東京都立府中東高等学校経営報告 

 

                                       東京都立府中東高等学校長  

                                                              小林  和人 

  

１  経営目標と取組内容 

（１）今年度の教育目標と方策  

学習指導の充実、生活指導・教育相談の充実、進路指導の充実、特別活動・部活動の充実、 

関係諸機関との連携・広報活動の充実という目標達成にむけて、学習到達度や進路結果、部活  

動の成果などに対して高い目標を掲げ、教職員が一丸となって生徒主体の教育活動を展開する。 

  （２）各項目の取組内容等 

 ① 学習指導の充実 

 ・年間指導計画に基づく授業を計画的に行った。毎時間授業の「ねらい」を明確にすることで、 

基礎学力の定着と学力向上を図った。 

 ・生徒による授業評価アンケート結果及び学校評価アンケート結果を踏まえ、授業改善に取り組 

  んだ。 

 ・年間５回のスタディサポートと外部模試の分析会（６月の分析会は全員参加）、通年の教科会 

の実施をとおして、学習指導の成果検証及び学力向上策の具体化を行い、指導方法の改善  

にいかした。 

 ・年間３回以上の教員相互の授業見学や、年間２回の学校運営連絡協議会の協議員による授  

業見学会を実施することによる授業力向上の推進を図った。 

 ・管理職による授業観察をとおした分析と授業観察シートによる授業改善を進めた。 

 ・ICT 機器を活用した授業実践を推進し、実施率が９１％（昨年度９５％）であった。 

 ・教員のデジタル技術の活用力を高め、座学を担当する教員の４２％（昨年度５１％）の授業で、 

一人１台端末を活用する学習を展開した。 

 ・教科代表者会議を定例化し、情報の共有化や端末活用実例の収集を図った。観点別評価に 

ついて振り返りと再検討を行った。 

・１月に、本校教員による端末活用実践例の研修会を開催した。 

 ・府中市選挙管理委員会と連携し、7 月に３年生対象の主権者教育を実施した。 

 ・進路指導部と総合探究検討委員会を中心として、科目「総合的な探究の時間」の組織的・系  

統的な取組の推進を図った。７月に、3 年生代表６名による課題探究レポート代表者発表会を 

行った。 

 ・長期休業中の講習や補習を４４講座（昨年度４７講座）実施し、自習室・学習室や教室を平日  

は１８時すぎまで、土・日曜日も１日開室し、校内の自習環境を整えた。 

 ・漢字検定の生徒全員受験を実施した。今年度２級・準２級合格者２５名であった。（昨年度７７ 

名） 

・学年と進路指導部や英語科が中心となり英語検定の各級の合格を目指した学習指導を推進し

た。英語検定の受験希望者１０名（昨年度４１名）を対象とした校内での英語検定を実施した。

校内・校外あわせて、今年度２級・準２級合格者１８名であった。（昨年度３７名） 

② 生活指導・教育相談の充実  

・校内でのあいさつの励行に取り組んだ。 

・生活指導部を中心として、他の教員の協力のもと、朝の立ち番による登校指導や身だしなみ指導

を行った。また、始業式・終業式や定期考査時において身だしなみ指導を行った。 

・セーフティ教室において、SNS 等の利用方法や情報リテラシー教育の充実を図った。 
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・スクールカウンセラーによる新入生全員面接に加え年間３２8回（昨年度２３７回）の教育相談を

行うとともに、教育相談推進委員会を年間２４回（昨年度２１回）開催し、いじめや不登校等の未

然防止及び心の悩み相談に組織的・計画的に取り組むなど、相談機能の充実に努めた。 

・特別支援教育の視点に立って、支援が必要な生徒には、ＨＲ担任、養護教諭、特別支援教育コ 

ーディネーター、スクールカウンセラー等による情報共有を重ね、通級指導１名、コミュニケーショ

ン・アシスト１名の指導を実施した。 

・スクールカウンセラーによる教職員対象の「小・中学校を中心とした不登校への対応、進学をとも

なう環境の変化と適応について」・「教育現場で耳にする病名や診断名」という校内研修を実施

した。 

・「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめアンケートを年間３回実施し、いじめの早期発見及

び未然防止に組織的・計画的に取り組んだ。 

・学校安全計画の全体計画に基づき、消防署、府中市役所、自衛隊、地域住民と連携した防災訓

練等、年間４回の避難訓練を実施した。 

・教職員を対象とした校内研修を年間３回実施し、人権尊重の精神及びコンプライアンスの徹底と

体罰・暴言等の防止を図った。 

 ・都立府中けやきの森学園高等部と本校生徒会執行部との交流会を行い、相手を理解し思いや

る気持ちの育成に取り組んだ。 

③ 進路指導の充実 

・進路指導計画に基づき、進路指導部、学年、教科が協働し、進路指導に計画的に取り組んだ。 

  ・職業人へのインタビューワークショップや探究学習等の実施をとおして、将来の在り方や生き方を

考えさせるなど、キャリア教育の充実に努めた。 

 ・各種進路ガイダンス等をとおして進路意識の啓発を図った。 

・年間５回のスタディサポートと外部模試の分析会をとおして生徒の学力等の傾向の把握に努め、 

進路支援にいかした。 

・面接週間における二者面談、総合型選抜や学校推薦型選抜に出願する生徒への面接指導をと

おして進路希望の実現を支援した。 

 ・教員対象の専門学校研修会や志望理由書の指導法研修会等を開催し、進路指導に役立てる

取組を行った。 

・高大連携事業は、杏林大学・桜美林大学・東京経済大学と継続中である。今年度も、桜美林大

学等の探究アドバイザーによる全体指導や個別指導を実施することで、生徒の課題解決能力の

向上を図った。 

④ 特別活動・部活動の充実  

・学校行事では、帰属意識や参加する喜びが実感できる内容であった。今年度、生徒の学校行事

満足度は 86％であった。 

・部活動加入率は７０％（昨年度６３％）であった。 

 ・Sport-Science Promotion Club 指定校に指定されているボクシング部は、令和６年度以下の

成績を残した。 

 

関東大会男女出場、女子団体優勝、女子２名優勝  

全国高等学校総合体育大会女子１名出場  

全日本女子ジュニア選手権大会３名出場、１名準優勝 

関東選抜大会男子２名出場  

 

・理数研究校として指定を受けた生物部が、Tokyo サイエンスフェア研究発表会に参加した。また、

生物部の活動の様子を紹介するために、研究資料の校内展示を常時行った。 

・表現力やプレゼンテーション能力の向上を図る目的で、校内ビブリオバトルを開催し、代表生徒を

都大会に出場させる取組を行った。代表生徒は都大会準決勝進出を果たした。 
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 ・生徒会が中心となって、地域の夏祭りボランティア・寺子屋ボランティア・小学生下校見守りボラ 

ンティア・子ども食堂ボランティア等、地域と連携した活動に取り組んだ。（延べ 105 名参加） 

⑤ 関係諸機関との連携・広報活動の充実  

    ・府中市選挙管理委員会と連携を図り、３年生対象の主権者教育を実施した。 

    ・防災訓練を実施するにあたり、地域住民や消防署、府中市役所、自衛隊との連携を図った。 

    ・１年生による夏休み前母校訪問を、９０校（昨年度９６校）の中学校に対して行った。 

    ・夏季休業中４日間の学校見学会と１０月以降３日間の学校説明会を実施し、延べ３，６５４人 

（昨年度３,５１７人）の参加者があった。 

    ・八王子市立由井中学校からの上級学校訪問を実施した。 

    ・夏季休業中に８８校（昨年度７６校）の塾訪問を実施した。 

    ・ホームページを年間 415 回（昨年度３９５回）更新し、本校の教育活動の様子を、中学生をはじ 

め広く都民に発信した。 

 

２  数値目標と結果 

（１）組織的に進路指導を推進し、希望進路の実現を図る。 

○大学入学共通テスト出願者  １００名以上          ９９名（昨年度  ８３名） 

○難関私立大学又は国公立大学合格者  １名以上      ２名（昨年度    １名） 

○GMARCH 合格者 １５名以上                     ３名（昨年度   ８名） 

○日東駒専合格者   ２０名以上                    １３名（昨年度  １６名） 

○大東亜帝国合格者 ６０名以上                   ７８名（昨年度  ５５名） 

○４年制大学への進学率 ６５％以上                ６０％（昨年度  ６３％） 

○進路未決定率   ６％未満（進学準備を含む）        ５％（昨年度   ７％） 

○就職希望者決定率 １００％                    １００％（昨年度１００％）  

（２）学習指導の充実を図る。 

○長期休業中の補習・講習  ６０講座以上        ４４講座（昨年度  ４７講座）            

○図書館利用者数  昨年比１０％増以上     年間利用者数   ２,２０６名（昨年度   ９２６名） 

貸出冊数       ２,１１９冊（昨年度２，１５７冊）                           

（３）基本的な生活習慣の定着を図るとともに、規範意識を育む。 

○遅刻  年間延べ人数５．０００以下              ８,６０１回（昨年度９，６７５回） 

○特別指導件数      ５件以下                    １３件（昨年度   ８件） 

○いじめ、体罰        ０件                         ０件（昨年度   １件） 

（４）部活動充実校として部活動・特別活動等の充実を図り、学校生活に意欲をもたせる。 

（部活動充実校８年目）                  

○部活動で関東大会レベル出場部数３部以上           １部（昨年度  １部） 

〇部活動で全国大会出場部数１部以上                １部（昨年度   １部） 

〇部活動加入率７０％以上                     ６９．５％（昨年度６３．０％） 

 （５）本校の教育を広く紹介し、「志」の高い生徒の募集を推進する。  

○推薦入試  ３．５倍以上                       ２．９７倍（昨年度３．４８倍） 

○入学者選抜倍率（前期入試）  １．５倍以上       １．２６倍（昨年度１．５０倍） 

○HP 年間アクセス ６５万回以上                 ６９万回（昨年度６３万回） 

○学校説明会等の来場者数  ３，６００名以上     ３，６５４人（昨年度３，５１７名） 

（６）組織的な学校運営を推進し、生徒や保護者・地域から満足のいく学校をつくる。 

〇生徒学校満足度  ９３％以上                91％（昨年度９１％） 

〇保護者の学校満足度  ９０％以上           89％（昨年度８５％） 
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３  次年度以降の課題と改善策  

  教育目標やスクール・ミッション、スクール・ポリシー、グランドデザインに基づき教育活動を推進して  

いる。次年度以降も、教育課程、教科・進路指導を工夫し取り組んでいく。目指すところは、面倒見の 

良い学校である。 

（１）学習指導 

・昨年度落ち込んだ大学入学共通テスト出願者数が増加に転じた。次年度以降も、授業や補講・補

習をとおして生徒の基礎学力の定着と大学入学共通テストに対応できる学力の養成に取り組む。 

・学校での補講・補習のみならず、家庭学習時間の確保に一人１台端末を活用するなど、工夫・改善を

図る。 

       ・外部模試を活用した生徒の学力分析を行い、学力の到達目標設定を明確にして共有することで、

引き続き学習指導をより効果的な取組に高めていく必要がある。そのためにも、先生方の学力分

析会への参加率の向上と、教科会での情報共有をより図るようにする。 

        ・漢字検定や英語検定は、ただ受験するだけでなく、各級の合格対策の見直しを図る。 

・進路指導部や総合探究検討委員会を中心とした、科目「総合的な探究の時間」の組織的・系統

的な取組の推進を継続して行う。 

（２）生活指導・教育相談 

      ・組織的で一貫性のある生活指導を推進していく。特に、学年進行につれて遅刻数の増加やスカー

ト丈・装飾品等に課題のある生徒が散見される現状について、生活指導部と学年とが協力をし、生

徒にルールやマナーの励行を徹底させる。特に遅刻指導について、より組織的な取組を推進する。 

    ・いじめや自死の抑止に向け、生徒が SOS を発信しやすい学校づくりや「府中東高校 SNS ルール」

の周知徹底の取組をより強化する。 

    ・通級指導の充実をより推進する。また特別支援教育に関して、教育相談推進委員会を中心に、学

年・特別支援教育コーディネーター・スクールカウンセラー等が連携をとり、すべての教職員が情報

の共有を図ることができる校内体制を確立する。 

（３）進路指導 

      ・３年間を見通したキャリア教育の全体計画を再度見直し、生徒の実態に即して適宜修正を加える

とともに、進路指導部主導の進路活動や進路行事を組織的に行う。 

    ・大学出張講義や大学別説明会等の計画的な実施を目指すとともに、探究活動の取組をとおして

キャリア教育を充実させ、学びへの探究心をより高めていく。 

      ・保護者へ向けた進路情報の発信について工夫・改善を図り、保護者への進路に関する啓発活動

や保護者との連携した指導を充実させる。 

（４）特別活動・部活動 

・ＨＲ活動や部活動、学校行事など、様々な機会を捉えて、学校やＨＲにおける豊かな人間関係構  

築の取組をより推進する。 

    ・部活動運営の適性化に向け部活動指導員や外部指導者等を活用し、競技力の向上を図ると 

ともに、部活動顧問の業務改善を図る。 

      ・ボランティア活動と、地域やけやきの森学園高等部との連携・交流の活性化をより推進する。 

（５）募集・広報活動・その他  

     ・本校への志望者数を増やすためホームページの充実をはじめとする募集対策活動に力を入れ、入

学者選抜における応募倍率の向上を図る。また、出前授業等、中学生を対象とした広報活動の強

化を推進する。 

    ・学校評価アンケートにおける生徒の肯定的評価は、学習指導で８４％（昨年度８２％）、進路指導 

で９０％（昨年度８７％）、生活指導で７１％（昨年度６７％）、学校満足度は９１％（昨年度９１％）  

であった。生徒や保護者のニーズや期待を真摯に受け止めるとともに、府中東高校の更なる魅力  

を創出するような教育活動を引き続き推進していく。 

    ・教職員に対して必要に応じ産業医による面接を実施し、また、計画的な年休取得を推進すること 

により、在校時間の削減に努め、教職員の心身の健康の保持・増進を図る。  


